
【
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
】

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
交
付
し

て
お
り
、
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
な

ど
に
提
示
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
所
得

な
ど
に
よ
り
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し
、

８
月
１
日
以
降
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
高

齢
受
給
者
証
を
７
月
末
日
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
申
請
】

　

現
在
ご
利
用
中
の
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
入

院
や
高
額
な
外
来
診
療
に
よ
り
、
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
必
要

な
場
合
は
、
国
保
年
金
課
窓
口
に
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
証
は
申
請
月
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
各
地
域
事
務
所
、
西
部
支
所
で

も
可
能
で
す
。

※
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
と
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
高

額
に
な
っ
た
時
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
支
払
い
が
所
得
に
応
じ
た
一
定

の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
る
も
の
で

す
。
こ
の
認
定
証
は
、
国
保
税
を
滞
納
し

て
い
る
世
帯
に
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、70
歳
以
上
の
方
は
、低
所
得
の
方
（
同

一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者

が
住
民
税
非
課
税
）
の
み
交
付
し
ま
す
。

■
照
会
先　

国
保
年
金
課
（
☎
23
―　

　

７
７
０
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
７
７
３
９
）

～今まで健診を受けたことがない方へ～

6月に関市健診受診券・特定健診受診券を各ご家庭に発送しています。

「時間がない・忙しい方へ」

「面倒と感じている方へ」

「必要性を感じない・自己管理で十分と感じている方へ」

「病院に通院中・治療中の方へ」

受けて安心！特定健診！特定保健指導！

　年に1回は自分自身の健康管理のため、健診を受けましょう。
　健診を受けたことがない方！ぜひ、この機会を利用して健診を受けることを習慣化させませんか。健診を受けること
で自分の体により関心が持てるようになります。そう！何より「健診」を受けることがキーポイントなのです。

　そんなに忙しいあなただからこそ、大きな病気のために仕事ができなくなったら大変です。元気に仕事ができるのも、
健康のおかげです。「毎年決まった時期に健診を受ける！そのためにどうしたらいいか」を考えてみましょう。

　今まで受けたことがないと、健診の手続きは面倒だと思われるかもしれません。しかし、健診の予約は電話やイン
ターネットなどで手軽にできます。健診を「毎年の決まりごと」にしてみませんか。

　健診を受けなくても、毎日健康には気を付けているし、調子が悪くなったら受診すればいいのでは・・・
　「見えない体の中、本当に健康ですか？」体の中は、健診を受けないと分かりません！
たぶん健康だと思っていても、健診を受けると、数値として結果に表れますので正確に把握できます。

　持病で通院や治療をしているから、健診は受けなくてもいいと思っていませんか。全身のチェックとして年に1回は健
診を受けられるよう、市内医療機関に協力をお願いしてあります。病気の芽は、思いもよらないところに潜んでいます。
他の病気にかかっていないか確認するためにも積極的に健診を受けましょう。

　健診を受けたら、受けっぱなしではいけません！健康な未来へのポイントは、病気を重症化させないこと。そのため
に、健診結果を見ながら生活習慣の見直しをします。市の保健師と一緒に、自分に合った健康的な生活スタイルを考え
ましょう。そのためには特定保健指導の連絡が来たらぜひ受けましょう。

健康応援隊
関＊はもみん

「健診」は未来を変えるカギ

7月は「特定健診周知キャンペーン月間」です

関市健診受診券の照会先・健診申込先

関市保健センター（☎２４－０１１１）　武芸川保健センター（☎４６－２８９９）

洞戸（板取）保健センター（☎０５８１－５８－２２０４）　武儀（上之保）保健センター（☎４０－００２０）

特定健診照会先：国保年金課（☎２３－７７０１）

まずは、受診券を持って最初の一歩を踏み出してみませんか？

その一歩があなたの健康な未来へつながるはず！
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

照
会
先

第67回社会を明るくする運動 

 「社会を
　明るくする運動」

強調月間・再発防止
啓発月間です

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　　　　
電 話住　 所氏 名

伊佐地　金嗣

遠藤　　兵庫

大野　　恭三

小川　　哲秀

尾口　　文良

小澤　　咲枝

亀山　　靜子

亀山　　良平

河村　登志子

川村　　守雄

鬼頭　　賢定

紀藤　　昌行

國光　　　勝

小林　　　誠

酒井　　啓道

清水　　宗夫

清水　　善光

新海　　正美

竹山　　玄道

塚原　眞一郎

塚原　　孝子

長尾　　嘉市

長屋　　長久

野村　　　伸

早川　　誠一

早川　　弘昭

日野　　安晃

平田　　良雄

水口　　　勲

宮本　　洪純

森　　とき枝

安田　　好良

吉田　　正道

鋳物師屋

肥田瀬

小野

武芸川町平

下有知

上白金

東仙房

小屋名

旭ヶ丘

西田原

小瀬

東日吉町

下之保

東志摩

上之保

十軒町

吉田町

春日町

倉知

山田

仲町

富之保

板取

洞戸飛瀬

肥田瀬

鋳物師屋

朝倉町

西田原

豊岡町

下有知

下白金

常盤町

武芸川町谷口

22-3485

22-4390

29-0532

46-3006

22-3718

28-2634

23-0399

28-3257

22-8282

22-5904

22-0547

22-0858

49-2055

22-7961

47-2638

22-3617

22-0563

22-9572

22-0350

28-3764

22-8642

49-2911

(0581)57-6733

(0581)58-2620

22-7818

22-6044

22-6017

24-5443

23-2018

22-3642

28-4164

22-0992

46-3263

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、す
べ
て

の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
今
年
で
67
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
毎
日
の
よ
う
に
事
件

（
犯
罪
）の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
望

み
で
す
。犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。取
締
り

を
強
化
し
て
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る

こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。し
か
し
、立
ち
直

ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ

て
い
く
こ
と
や
、犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を

生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す

る
こ
と
も
ま
た
、と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の

で
す
。

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を
つ

く
る
。そ
の
た
め
に
は
一
部
の
人
た
ち
だ
け

で
な
く
、地
域
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」で
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
、一
人
ひ
と
り
が
考
え
、参
加
す
る
き
っ
か

け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
福
祉
政
策
課（
☎
23―

９
０
８
３
）

■
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　（
平
和
通
６―

11―

１
）（
☎
23―

９
６
９
６
）

７月は

保護司のみなさん -50音順・敬称略-

◆掲載場所　本庁舎ＥＶ９枠（１基３枠）　武芸川事務所ＥＶ３枠　※専用パネルを使用し掲載
◆大 き さ  １枠あたりＡ２判縦（縦５９４㎜×横４２０㎜）以内の紙ポスター及びチラシ
◆掲載料金　本庁舎ＥＶ１枠月額3,000円　武芸川事務所ＥＶ１枠月額1,000円
◆照 会 先   総務管財課（☎23-7763 ）

市役所本庁舎及び武芸川事務所内のエレベーター
（ＥＶ）内にお店などの広告を掲載しませんか。市役所エレベーター内の広告募集
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◆実施期間　夏休み期間中（７月 21 日～８月 27 日）
◆対象者　市内に在住および市内の小・中学校に在籍
　　　　　する児童・生徒　※小学生は４年生以上。
◆対象路線　　
【関シティバス】関板取線、関上之保線、買い物循環線、
市街地病院循環線、わかくさ・小金田線、わかくさ・
千疋線
【関市デマンドバス】
わかくさ・富野線、わかくさ・
田原線、わかくさ・迫間線、
わかくさ・向山線
【関市デマンド乗合タクシー】
下有知地区、瀬尻・広見地区　　

◆実施方法　　
①夏休み前に各学校から対象保護者に乗車体験申込書
を配布します。市外に通学している方は、直接市民協
働課へお問い合わせください。
②申し込みがあった小・中学生に乗車券 12 枚を配布
します。
③児童・生徒は、対象バスの運賃に代えて配布した乗
車券で、無料にて乗車できます。
◆注意事項
　デマンドバス、デマンドタクシーについては、事前
に電話予約が必要です。また、デマンドバスおよびデ
マンド乗合タクシーは、乗車定員が少ないため、定員
を超過した場合はお断りする場合があります。
◆照会先　関市公共交通活性化協議会事務局
　　　　　（市民協働課内）（☎ 23-7711）

夏休み「小・中学生シティバス乗車体験事業」のご案内
　小・中学生が、関シティバスなどの乗車体験を通して、バスでの移動に慣れ親しみ、
公共交通への理解と利用マナーを身につけることを目的に実施します。

○日　　程　８月９日（水）午前９時から午後４時
○内　　容　市内上下水道施設見学（どこへ行くかはお楽しみ！？）※市マイクロバスで移動します。水道部職員が添乗します。

【服装】動きやすい服装
【準備いただくもの】ヘルメット、雨具（雨天時）昼食、水筒（休憩を市内の道の駅で予定していますが、食事の提供はしません。）

○集合場所　関シティターミナル（長良川鉄道関駅西）　※解散も当場所です。
○集合時間　 午前8時50分までに集合【厳守】　※関シティターミナルでの駐車場料金は免除いたします。  
○定　　員　市内在住者　３０人（付き添いの保護者含む。）  

○日　　程　８月２４日（木）　午後１時から４時  
○内　　容　水道施設の維持管理に関する作業体験（給水管の配管作業、金属管探知調査、機械監視盤の操作など） 

【服装】動きやすい服装。
【準備いただくもの】作業用手袋（軍手）、ヘルメット、雨具（雨天時）

○集合場所　小瀬水源地（関市小瀬147番地　☎22-2043）
○集合時間　午後1時までに集合【厳守】　※駐車場は無料です。
○定　　員　３０人（保護者は含めません）

次のいずれの場合も７月２０日（木）午後５時必着とします。
①郵送・電子メールによる方法
　はがきや任意の用紙または電子メールの本文に次の事項を記入し、あて先まで郵送または送信してください。
　ア 参加希望者情報（氏名、郵便番号、住所、電話番号、年齢、性別）
　　※小学生の場合は保護者名と本人の学年も記載してください。
　イ 参加希望行事名「上下水道見学」または「水道仕事体験」と記入してください。
　ウ あて先　（郵送）　501-3894　関市若草通３－１　水道課　（電子メール）suido@city.seki.lg.jp
②窓口での申込みによる方法
　次の窓口で行事への参加希望を申し出ていただき、所定の申込用紙に記入して提出してください。（記入内容は、①と同じで　
　す。）
　ア 水道課（関市役所北庁舎２階）　イ 各地域事務所建設係
★電話での応募はできません。　★応募が少ないときは、開催できない場合もあります。

応募多数の場合は、抽選を行い参加者を決定します。抽選結果は、応募者全員に文書（郵送）でお知らせします。
※当選は本人のみ有効とし、他人への譲渡はできません。

万一の行事中のけがは傷テープなどの応急処置しかできませんのでご了承ください。台風の接近や各種警報の発令などで危険
が想定される場合は、行事を中止します。その他のご質問は水道課に問い合わせください。

【問合受付時間　平日午前８時３０分から午後５時１５分まで】

１　上下水道を見てみよう

２　水道の仕事を体験してみよう　（対象 小中学生）

■申込方法

■抽選

■その他

　関市の上下水道のしくみを知ることで、水資源やその管理の大切さを再認識しませんか！
　施設見学と簡単な水道の仕事体験のイベントです。（小学生以下は保護者の付き添いが必要です。）

見てみよう・体験してみよう上下水道 照会先
水道課　☎23－7707
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体験してみませんか

匠の技濃州関所茶屋
からのお知らせ

匠の技
体験工房
参加者
募集

※7月1日より募集を開始します。定員になり次第締め切ります。 ※講師の都合により、日程が変更になる場合があります。※受講中のケガなどは自己責任となりますのでご了承ください。

濃州関所茶屋（関市南春日町 9-1  23-9922）　火曜日定休申込・照会先

樹脂ねんどを使い、季節の
飾り草花やアクセサリーを
作ります。

毎回違った小物を作りま
す。（手まり、根付、グリー
ティングカードなど）

板にフィルムを貼って彩色
しリード線をつけて作品に
します。

ノミを使って郷土ゆかりの
円空仏を彫ります。

樹脂ねんど細工教室季節に合わせた手芸教室 グラスアート教室 円空彫り体験教室

講　師講　師 講　師
講　師

日　時

日　時

日　時
日　時

定　員

定　員

定　員
定　員

費　用

持ち物費　用 持ち物
持ち物

費　用
費　用

牛丸里子さん足立幸枝さん 笠原洋子さん
平野忠男さん（木工技能士）

7月22日（土）、8月26日（土）、9月23日（土）
午後1時30分～3時30分7月9日(日)、8月20日(日)、

9月10日（日）午前9時～正午

7月23日(日)、8月27日(日)、
9月24日（日）午前9時～11時

7月8日（土）、9月9日（土）
午後1時30分～3時30分

8人

各日15人

各日7人
8人

1,000～2,000円（材料費）

ラジオペンチ100～1,000円（材料費） はさみ
ノミ、金づち、彫刻刀（ある人）、タオル
※床に座って作業できる服装で

1,000～2,000円（材料費）
500～1,000円（材料費）
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申込・照会先：関市市民活動センター（☎24-7772　FAX24-7660）
Email：info@seki-siminkatudo.com　URL：http://www.seki-siminkatudo.com/

　公募による15人の市民が、関市のまちづくりを考えるまちづくり市民会議。今期は、関市の地域課題について考
え、実際にテストを実施。その結果からみえてきたことを関市へ提言する発表の場です。ぜひご来場ください。

○チーム
　「新入生いらっしゃい」
取り組んだ課題：
「関市の大学生が関市の魅力的な
　スポットや情報を知らない」
取り組んだ活動：
「新入生向け食べ歩きサークル」

○チーム　
　「小瀬観光協会（仮）」
取り組んだ課題：
「小瀬・池尻地域の観光資源が知
　られていない」
取り組んだ活動：
「小瀬・池尻地域モニターツアー」

今年も関市の課題解決を実行・提案します！

第５期関市まちづくり市民会議政策提案発表会

●日時

●場所

7月15日(土)  午後１時３０分～３時３０分
わかくさ・プラザ「総合福祉会館3階」

○チーム
「めざせ！体験型商店街」
取り組んだ課題：
「大人も子どもも商店街の魅力
　を知らない」
取り組んだ活動：
「子どもミュージアム商店街in本
　町通り商店街」
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合同就職説明会公務員
関市役所・自衛隊・関警察署・中濃消防組合

と き

と こ ろ

対 象

【 照 会 先 】

■

■

■

７月２２日（土）　午前１０時～午後３時（予定）	 	 	 	

わかくさ・プラザ「学習情報館１Ｆ・多目的ホール」

平成２９年度に就職活動を行う学生など
※各団体により採用に関する年齢要件などが違いますので、詳しくは各団体へお問い合わせください。	 	
※関市役所については、本ページ掲載の「新卒等採用Ⅱ」の試験区分および受験資格に当てはまる方		 	
※就職活動中の子を持つ親の参加も可。	 	 	 	 	
※申し込みは不要です。都合の良い時間にお越しください。		 	 	 	
※各団体のブースにて個別に説明します。	 	 	 	 	

関市役所	職員課　	☎23－9214　

自衛隊岐阜地方協力本部美濃加茂地域事務所　	☎0574－25－7495

関警察署　	☎24－0110　　中濃消防組合	消防本部総務課　	☎23－9090

※日程・会場に関するお問い合わせは、関市役所職員課にて受け付けます。	 	 	 	

   申込不要!!
  
         来場自由!!
公務員として地元で働きたい
就活生の皆さんあつまれ～！

試験区分 採用予定
人数 受験資格 受付期間 第1次試験 第2次試験 第3次試験 最終合格

発表

新
卒
等
採
用
Ⅱ

短大・高校卒
（事務職）

3人
程度

〇平成８年４月２日以降に生まれた人
〇高校を卒業した人または平成３０年３月３１日
　までに卒業見込の人 7月10日

（月）

～

8月15日

（火）

9月17日

（日）

・筆記試験

・適性試験

・作文試験

などを予定

10月中旬

・面接試験

・集団討論

などを予定

10月下旬

短大・高校卒
（土木技術職）

１人
程度

短大・高校卒
（電気技術職）

１人
程度

身体障がい者
（事務職）

※試験内容：
高校卒程度

１人
程度

〇平成８年４月２日から平成１２年４月１日までに
　生まれた人
〇身体障害者手帳の交付を受けている人　
〇自力により通勤でき、かつ、介護者なしに事務
　職としての事務を遂行することができる人
〇活字印刷文による出題および口頭による面接
　試験などに対応できる人

 　　　　　　　　～明日の関市をあなたの手で～

 平成29年度 市職員採用試験(新卒等採用Ⅱ）

【試験区分、採用予定人数、受験資格および試験日程など】

※くわしくは、各試験区分の受付開始日ごろより配布します「平成2９年度関市職員採用試験案内」をご覧ください。

案内は、職員課、各地域事務所、西部支所にて配布いたします。また、市ホームページ（http://www.city.seki.lg.jp/）でもご覧いただけます。

　関市役所・自衛隊・関警察署・中濃消防組合にて合同就職説明会

を行います。

　地元で就職し、地域のために働きたいとお考えのみなさん、公務員

を目指しているみなさん、ぜひ合同説明会へお越しください！

　各団体の職務内容や勤務条件など、気になることを直接聞けるチャ

ンスです！



平成28年度関市公文書公開の実施状況

　こんにちは。関市ビジネスサポートセンター Seki-Biz 副
センター長の松浦です。今月は関市でオーダーメイドの革
製品を製造する SEN LEATHER WORKS（センレザーワー
クス）の支援事例を紹介します。
　SEN LEATHER WORKS 代表の千藤さんは、2012 年
に開業しました。開業後、革製品のクリエイターとして出
品したランドセルは大きな評判を呼び、日本革工芸展で
受賞し、パリのアートコンペティションにも出品されました。
この作品に関心を示した雑誌の企画で製造したのが「ま
め　らんどせる」でした。お聞きしたアイテムに関心を持ち、
次回の相談でお持ちいただくと、サイズは小さいものの通
常のランドセルのように開閉でき、ベルトの長さ調整も可
能で、その精緻さに驚きました。とはいえ「まめ　らんど
せる」として紹介しても、なかなか関心を示されることは
なかったようです。そこでセキビズから提案したのは、ター
ゲットを絞ること。小さなランドセルが使われる用途や類
似品をリサーチした中で見出したのが、フィギュアでした。
そこで「フィギュア専用まめ　らんどせる」として打ち出す
ことを提案し、情報発信のサポートをしました。これまで
にない本格的な革製品のフィギュア用ランドセルは関心を
集め、新聞やネットニュースで広く紹介されました。フィギュ

アユーザーはもちろん、同社の技術力を知った方からオー
ダーメイドの問い合わせにつながっているとのこと。
　新商品開発はもちろん、過去の取り組みを掘り起こし、
新たな形で展開するサポートも行います。思い当たること
がある場合はぜひ一度セキビズに足を運んでください。
　Seki-Biz は堅実に頑張る中小企業の「より良くなりたい」
を支援し、起業家の「夢を実現したい」を応援する産業
支援拠点です。事業状況の確認から課題解決の提案・
実行までを無料で継続的に行い、あなたのチャレンジを
サポートします！ぜひ、お気軽にお越しください！

営業日 火曜～土曜（日・月・祝日休み）

予約電話 0575-23-3955

予約 FAX 0575-23-3956 

予約 mail info@seki-biz.net 

相談時間 午前 10 時～午後５時（正午～午後１時除く）

Vol.セキビズ  だより 07

　平成２９年広報せき６月号に掲載しました平成２８年度関市公文書公開の実施状況について未掲載分がございました
のでお知らせします。照会先：総務管財課（☎２３－６８０２）

◎関市立下有知小学校大銀杏伐採に伴う書類（４件）【公開（２件）不存在（２件）】
◎平成２８年度契約資材単価一覧表【公開】
◎洞戸大野地区土地改良の確定測量図面・座標値（２件）【公開（２件）】
◎弥勒寺官衛遺跡群史跡公園整備工事に関する書類（２件）【公開（２件）】
◎富岡ふれあいセンター建設に関する書類【公開】
◎曽代用水土地改良区受益地内における事業に関する書類【公開】
◎社会資本整備総合交付金事業耐震補強工事（新富津橋）の積算資料及び低入札調査基準価格と失格判断基準価格【公開】
◎社会資本整備総合交付金事業緑町（幹１－３７号線）舗装補修工事の積算資料及び最低制限価格【公開】
◎被災者耕作放棄地活用交付金事業に関する給水系統配管図【公開】
◎被災者耕作放棄地再生利用対策交付金事業に関する給電系統図【公開】
◎きのこ生産業者が交わした農地貸借契約書【公開】
◎きのこ生産業者が作成した設計見積書【公開】
◎きのこ生産業者の実積報告書での積算根拠となる見積書【公開】
◎洞戸の椎茸生産ハウス新設工事の確認書類一式【部分公開】
◎農業再生協議会の規約、会計処理規程、事務処理及び取扱規程、公印取扱規程、内部監査実施規程、入札一覧表【公開】
◎平成２５年度の農業再生協議会の事業報告・収支決算書等【公開】
◎柏平地確定測量図【公開】

区分 市内在住者 その他 合計
件数 35 14 49

区分 公開 部分公開 非公開 不存在 不服申立て申請
件数 34 11 1 7 0

１ 請求者別の請求状況

３ 公開決定状況及び不服申立て状況

４ 公開請求に対する決定をした文書【決定状況】※未掲載分のみ

２ 実施機関別の請求状況

※１件の請求に対して２以上の決定をしたものがあるため、件数の合計は一致しません。
※「部分公開」とは、文書の中に個人情報などが含まれている場合にその部分を除いて公開することです。
　「不存在」とは、請求された文書が存在しない場合です。

実施機関 件数

市長

市長公室 2
企画部 4
総務部 3
福祉部 １
市民環境部 2
建設部 21
水道部 3

教育委員会 ４
農業委員会 ９
合計 49
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　本を愛することでは人後に落ちないつもりですが、

読むことと書くことはまったくの別物で、毎月のこの

コラムの通り、言葉をうまく紡ぎだすことは簡単では

ありません。

　文章を書くことを生業としている作家・エッセイス

トの方に対しては、ただそれだけで頭の下がる思いで

す。

　近年、池井戸淳さんや朝井リョウさんなど岐阜県

出身の作家が活躍されていますが、関市出身のクリ

エイティブディレクター・栗山圭介さんが三作目となる

「フリーランスぶるーす」を出版されました。

　2015年の処女作「居酒屋ふじ」は、なんとドラマ

化されることとなり、今月7月 8日から放映されます。

　栗山さんの文章は、読んでいるとその場の状況が

映像として頭に浮かんで流れていくような臨場感が

あります。作中の主人公や登場人物の台詞や態度に、

若かったころや今の自分自身を重ね合わせて共感を

覚えます。何といっても、結構、岐阜弁が出てきます

からね（笑）。

　栗山さんは、今後もすでに3作の執筆が決まって

いるそうで、

今月から始ま

るドラマと合

わせて今後も

要チェックで

す。

　関市立図

書館にも、栗

山さんの作品

の特別展示

がありますの

で、そちらも

ぜひともご覧

ください。 関市立図書館にて展示中

クリエイティブディレクター栗山圭介さんと

広報せき 2017.7
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★いつか関市が舞台の小説も…。★

　関市の将来の人口は２０１５年（平成27年）から２０２５年（平成37年）の間に約5,000人減少することが予想さ
れています。２０２７年（平成39年）の人口目標を明確に定め、人口増加のための具体的な施策を推進することが
必要です。

　子育て世帯を関市へ呼び込むために、住みやすい環境、子育て施策や働く場の充実が必要です。また、定住人
口を増加させるために、名古屋圏への交通アクセスを高め、通勤や通学の利便性を向上させることが必要です。

　市内にある高校、大学、専門学校に通う学生が、まちづくりに参加し、関市への愛着を持つことで、市内に就職し
定住することが期待されます。若者の発想を生かし、若者が活躍するまちづくりを推進することが必要です。

１.人口増加のための取組

2.人が定住するまち

3.若者が参加するまちづくり

照会先 企画政策課（☎ 23 － 7014）

～審議会から「第５次総合計画」
に関する答申がありました～

　関市総合計画審議会が、平成３０年から１０
年間の関市のまちづくりの方針について４回に
渡り審議を行いました。その結果について市長
へ答申がありましたので、一部を紹介します。
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5月16日～6月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。

　6月4日、第62 回関市消防操法大会が開催され
ました。20分団の選手が出場し、標的を放水で倒す
までの規律や節度、スピードなどを競いました。各分
団、練習の成果を発揮し、田原分団が見事優勝を掴
み取りました。田原分団は、8月6日に瑞穂市で開催
される第66回岐阜県消防操法大会に出場します。

規律・技術の競い合い

10年後のまちの姿を
描こう！

感動のハーモニーを体験

地域の魅力を再発見

　5月31日に全国で「チャレンジデー」が開催され
ました。人口規模がほぼ同じ自治体間で、15分以上
継続して運動を行った人数（参加率）を競うもので、
関市は山形県鶴岡市と対決しました。結果は、関市
42.1％、鶴岡市37.8％の参加率で、関市が初参加に
して、見事勝利を収めました。

　関市第5次総合
計画策定に向け、6

月12日に市

内金融機関で働い
ている子育て世代

の皆さんと市

長が、将来都市像
や目指す姿を達成

するために今

後10 年間に関市が
必要とする取り組

みについて、

共に考えました。こ
れはVOICEプロジ

ェクトの一環と

して行われ、7月末
まで市内の各種団

体と市長が意

見交換を行います。

　6月14日、まちづくり市民会議「チーム小瀬観
光協会（仮）」企画の「小瀬・池尻観光モニターツ
アー」が開催されました。鵜飼だけでなく、弥勒寺官
衙遺跡群や円空関連史跡などを観光客にＰＲし、
地域一帯を観光してもらえるよう、名所を巡りながら
小瀬・池尻地域の魅力の再発見や勉強をしました。

　6月14日、板取川中学校で名古屋フィルハーモ
ニー交響楽団の演奏会が開催されました。生徒た
ちは、普段、体験できない生のオーケストラ演奏の
迫力にとても感動した様子でした。鑑賞以外にも、
“オーケストラと生徒による合唱との共演” や“ 指揮
者体験”に、生徒自らが参加できる貴重な機会とな
りました。

スポーツ参加率で対決！


	広報せき2017年7月号_12
	広報せき2017年7月号_13
	広報せき2017年7月号_14
	広報せき2017年7月号_15
	広報せき2017年7月号_16
	広報せき2017年7月号_17
	広報せき2017年7月号_18
	広報せき2017年7月号_19

